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菌叢解析領域についての学術情報ウェブサイト開設のお知らせ 
 

当社の連結子会社である合同会社みらか中央研究所（本社：東京都八王子市、職務執行者：小見和也、

以下「みらか中央研究所」）は、研究者および製薬企業様向けの菌叢（きんそう）解析に関するウェブサ

イト「菌叢解析 web」を開設し、本領域での学術的情報の提供を開始すると同時に、菌叢解析サービス

の受託も開始いたしましたのでお知らせいたします。 
 

１．目的 
みらか中央研究所は、現中期計画で掲げた「R&D の強化」、並びに次世代の事業シーズの継続的な発掘

を目的に、2017 年 7 月に設立され、「サイエンスを起点としてライフサイエンス・医療のイノベーショ

ンを先導する」というミッションのもと、みらかグループの成長ドライバとなるような研究開発を行っ

ております。 
この度、今後研究ニーズの高まりや商用化が期待されるマイクロバイオーム※１領域において、研究者

および製薬企業様向けに様々な情報提供を行い、菌叢解析サービスの受託も行うことで、予防や治療法

の開発といった医療・健康維持に貢献する新たな産業領域の発展に寄与していきたいと考えております。 
なお、みらか中央研究所は、一般社団法人日本マイクロバイオームコンソーシアム※２に参画し、マイ

クロバイオーム解析プロトコルの標準化に努めております。 

（※１）マイクロバイオーム（microbiome）とは、ある場所に存在する微生物や細菌全体を意味する微生物叢、細菌叢のゲノム情報の

総体を含む概念です。マイクロバイオータ（microbiota）は、微生物の集団そのもののことであり、いずれにおいても細菌叢

か微生物叢のどちらにも訳されます。ヒトを含む動物の腸内の細菌叢は一般的には腸内フローラと呼ばれています。 

（※２）ヒトマイクロバイオームの産業応用の促進・加速を目指した企業によるコンソーシアム。健常及び疾患におけるマイクロバイ

オーム研究とそのデータベースの構築を目的としており、現在 35 団体が参画しています。 

 
２．本サイトの概要 
 ● 名 称：菌叢解析 web 

● 対 象：研究者および製薬企業様向け 
● 目 的：高品質な菌叢解析サービスの提供による、新技術・サービスの社会実装の実現 
● 特 徴：菌叢解析に関する最新論文および研究情報の掲載 
● 主なコンテンツ一覧： 
  ・マイクロバイオームとは 
  ・菌叢の乱れと疾患発症の関係 



 

 
 

  ・みらかの菌叢解析技術 
  ・依頼方法 
  ・論文紹介 
● U R L：https://www.microbiome.jpn.com/ 

 
● 菌叢解析 web／トップページ 

 
 
● 菌叢解析 web／「菌叢の乱れと疾患発症の関係」のトップページ 

 
 
 
３．菌叢解析サービスの主な特徴 
（１）人の検体での臨床研究だけでなく、動物試験（非臨床試験）の検体も受け入れ可能。 

 （２）臨床検査レベルの体制および品質基準での測定を実施。 
 （３）基本解析サービス（メタ 16S-rRNA 解析）に続き、より高度な技術を用いた創薬支援が可能。 

（４）臨床ニーズを把握することにより、同時に新しい検査・診断項目の研究開発も行う。 
 
 
 
 

https://www.microbiome.jpn.com/


 

 
 

【マイクロバイオームとは】 
ヒトと共生する細菌は、腸内だけでなく、皮膚、鼻腔、口腔、食道、胃など、身体の様々なところに存在し、

私たちは人それぞれ独自の微生物環境、他者とは異なる種類と量の微生物を保有しています。ヒトの健康には

マイクロバイオームの多様性とバランスが重要とされ、このバランスが崩れる（ディスバイオシス）と病気な

どのリスクが高まると考えられています。近年の次世代シーケンサー技術の進展により、急速に生体のマイク

ロバイオームの解析が進み、腸内細菌叢が炎症性の腸疾患、リウマチ、アレルギー、喘息、肥満、糖尿病だけ

でなく、うつや自閉症などの疾患群の発症、さらにがんの発症や免疫療法への反応性に関与していることが示

されています。 
 
【米国におけるマイクロバイオーム領域の市場規模と動向】 
 マイクロバイオーム領域の市場は様々な要素で構成されており、その用途、領域、プロダクト形態などで分

類できます。従来の乳酸菌等のプロバイオティクス素材を用いた多くの機能性食品は世の中に流通しています

が、今後、マイクロバイオーム領域の市場は、医療領域、さらに環境、農業、畜産、水産といった様々な産業

領域への拡大が期待されています。現在のところ、医療領域では創薬標的探索、疾患の発症や治療奏功性に関

するバイオマーカー検査、腸内細菌叢の修復・改善による治療効果の向上といったニーズが当該市場成長の重

要な要素と考えられています。 
実際に米国において、Live Biotherapeutics と呼ばれる生菌の製剤を医薬品として FDA 規制下で特定の疾患

領域で開発が進められています。また、糞便移植（Fecal Microbiota Transplantation：FMT）と呼ばれる治療

法は再発性のクロストリジウムディフィシル感染症の治療に日常的に用いられており、マイクロバイオーム創

薬や治療が現実に行われています。 
米国におけるヒトのマイクロバイオーム領域の市場は、2022 年の 506.5 百万ドル（約 560 億円）から、899.1

百万ドル（約 900 億円）に成長すると予想されています。2022 年から 2025 年までの年平均成長率は 21.1%
と将来的に大きく成長が見込まれています。疾患領域でみると、肥満、糖尿病、自己免疫疾患、急性下痢、が

ん、精神疾患などの領域で注目されています。 
 
 

 
【本件に関してのお問い合わせ先】 

＜サイトおよびサービスに関するお問い合わせ＞ 

みらか中央研究所 研究事業部    TEL：042-711-8193 e-mail：mri.sales@miraca.com 

＜メディア関連の方＞ 

みらかホールディングス株式会社  広報部   TEL：03-6279-0884 e-mail：mhd.pr@miraca.com 

＜投資家・アナリストの方＞ 

みらかホールディングス株式会社  IR/SR 部 TEL：03-5909-3337 e-mail：mhd.ir@miraca.com 


